
ヤマハ発動機株式会社 
２０１３年５月１４日 

２０１３年１２月期 第１四半期決算説明会 

ジャパンインターナショナルボートショー２０１３でのヤマハブース 



● 業績予想について 

この説明資料内で述べられているヤマハ発動機株式会社の業績予想は、現時点で入手可能な情報に基づき当社の経
営者が合理的と判断したもので、リスクや不確実性を含んでいます。実際の業績は、様々な要因の変化により大きく異
なることがありえますことをご承知おき下さい。実際の業績に影響を及ぼす可能性がある要因には、主要市場における
経済状況及び製品需要の変動、為替相場の変動などが含まれます。 

本日ご説明する内容 

２０１３年１２月期 第１四半期決算  

     ■ 概要説明   上席執行役員   墨岡 良一 

     ■ 事業別説明    財務部長    石井 武夫 



概要説明 



前年比、増収・増益を目指す ： 
先進国収益改善・新興国二輪車の規模回復・その他事業拡大 

（億円） 

4 

２０１３年 通期 売上高・営業利益 （２月１４日公表）  

2012年 2013年予想 

売上高 12,077 14,000 
営業利益 186 500 
営業利益率 1.5% 3.6% 

経常利益 273 520 
当期純利益 75 280 

為替レート 
（＄/€） 

80円/103円 87円/115円 



124 
84 

20 
△42 

139 

3,159 3,163 
2,773 2,982 

3,276 

12年1Q 12年2Q 12年3Q 12年4Q 13年1Q 

２０１３年１Ｑ 売上高・営業利益 
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売上高 ３.７％増、営業利益１１.６％増 （前年比）。 
売上高：二輪車・マリン・特機増加、営業利益：マリン増加。 

（億円） 

営業利益 

売上高 



302 336 361 

106 
115 115 32 
36 44 66 
59 

71 

11年1Q 12年1Q 13年1Q 

マリン ： 販売状況 

■新商品 
 

 ・船外機 
  ２００馬力、軽量・コンパクト 
 

 ・スポーツボート 
  １９フィート小型高性能艇 
 

 ・ヘルムマスター 
  世界初の船外機操船システム 
  （ボルボ・ペンタ社共同開発） 
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売上高 

船外機 

ＷＶ 

ボート 

部品他 

船外機・ＷＶ ： 米国販売堅調、新商品投入実施。 
ボート      ： 中・大型艇販売好調、海外事業展開準備進む。 

506 
546 

591 

（億円） 



■２Ｑ以降： 
  主要カテゴリーへの積極的な新商品投入 
 

 ・ニュークルーザー 
 
 
 
 
 
 
 ・スポーツ、スクーター、コンペ 順次投入 

日本 ： 新商品投入や限定車導入等の施策により販売増。 
北米 ： 天候影響による出荷遅れ・モデル切替え調整。 
欧州 ： 景気減速により市場低迷。 
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先進国二輪車 ： 販売状況 

BOLT 4月（北米） 26 24 28 

16 20 18 

44 45 36 

11年1Q 12年1Q 13年1Q 

出荷台数 

日本 

北米 

欧州 

86 89 
82 

（千台） 



195 182 
208 

177 176 
202 △9% △4% 

△3% 

新興国二輪車 ： インドネシア 販売状況 

Mio GT 2月 

Xeon RC 1月 

X Ride 4月 13年1月 13年2月 13年3月 

前年 
当年 

小売台数 

１Ｑ：     頭金規制進むなか、販売改善・シェア回復傾向。 
２Ｑ以降： 需要期に向け新商品継続投入、販売増加を目指す。 

32% 33% 単月シェア 31% 
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（千台） 



79 95 

44 
40 

12年1Q 13年1Q 

出荷台数 ■スクーターモデル強化・投入（５月）   

■インド統合開発センター稼動開始 
  ・市場品質基準に合わせた製品設計 

■第２工場（チェンナイ）計画推進 
 ・２０１４年稼動開始 目標 

１Ｑ：    スクーター投入効果により前年比８％増。 
２Ｑ以降： 商品ラインアップ強化、事業基盤づくりを進める。 
 

CYGNUS  
RAY 

※ 出荷台数：輸出 （エンジン含む）＋国内販売台数 

輸出 

国内 

124 134 
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新興国二輪車 ： インド 販売状況 

（千台） 
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２０１３年１Ｑ 営業利益変化要因 （対前年）  

28 △11 △3 

その他 
124 139 

12年1Q 
（$/€：79/104） 

先進国 新興国 

（億円） 

13年1Q 
（$/€：92/122） 

先進国 ： マリン事業堅調・円安効果等により増益。 
新興国 ： インドネシア等の販売減少により減益、 
            ２Ｑ以降の挽回を目指す。 



924 919 

1,650 1,798 

586 559 
3,159 3,276 

△9 
18 

94 83 

40 37 
124 139 

※ 先進国：日米欧向二輪車・四輪バギー・船外機・ウォータービークル・スノーモビル、その他：先進国、新興国二輪車以外 

２０１３年１Ｑ 売上高・営業利益 

（$/€）  (92/122) (79/104) 
13年1Ｑ 12年1Ｑ 
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その他 

先進国 
（欧米） 

新興国 
二輪車 

（アジア・中南米） 

（億円） 

売上高 

営業利益 

その他 

先進国
 

新興国 
二輪車 

先進国事業、四半期での黒字化を達成する。 



事業別説明 



（億円） 
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２０１３年１Ｑ 売上高・営業利益  

12年1Ｑ 13年1Ｑ 

売上高 3,159 3,276 
営業利益 124 139 
営業利益率 3.9% 4.2% 

経常利益 170 134 
当期純利益 115 74 

為替レート 
（＄/€） 

79円/104円 92円/122円 

売上高は販売台数減少も、円安効果などで増収。 
営業利益は台数減を円安効果やコスト削減により吸収し増益。 
経常利益以下は為替予約の評価影響などにより前年比減少。 



2,099 2,195 

546 591 
221 242 293 247 

3,159 3,276 

54 30 

42 103 
29 

13 124 
139 

２０１３年１Ｑ 事業別売上高・営業利益 

売上高 営業利益 

※ その他：産業用機械・ロボット含む 14 

売上高：二輪車・マリン・特機増加、営業利益：マリン増加。 

２Ｑ以降、更なる増収・増益を目指す。 

その他 

マリン 
特機 

二輪車 

１２年１Ｑ １３年１Ｑ 

（億円） 
二輪車 

その他 

マリン 

特機
 

１２年１Ｑ １３年１Ｑ 
△1 △7 

(92/122) (79/104) (92/122) (79/104) 



24 28 20 18 
45 36 

130 
121 

1,599 
1,470 

12年1Q 13年1Q 

1,268 1,379 

89 88 
130 113 
231 196 

275 294 
2,099 2,195 

12年1Q 13年1Q 
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２０１３年１Ｑ 二輪車 販売台数・売上高 

売上高 出荷台数 

米国需要遅れ・欧州市場低迷・インドネシア頭金規制影響等で 
販売は一時的減少。 ２Ｑ以降、新商品投入等により挽回する。 
 

（億円） 

アジア 

欧州 
北米 
日本 

その他 

（千台） 

1,374 1,504 

(92/122) (79/104) 



55 56 

276 312 

98 
97 26 
22 92 

104 
546 

591 

12年1Q 13年1Q 
34 29 

108 121 

35 50 16 
17 28 
24 221 242 

12年1Q 13年1Q 

202 160 

2 
3 

8 
13 

41 
27 

40 
45 

293 
247 

12年1Q 13年1Q 
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２０１３年１Ｑ マリン・特機・その他 売上高 

※ その他：産業用機械・ロボット含む 

アジア 
欧州 

北米 

日本 

その他 

マリン 特機 その他 

マリン・特機は前年比増加、 
産業用機械・ロボットは設備投資冷え込みで前年比減少。 
２Ｑ以降、その他事業の改善に取り組む。 
 

（億円） 





１Ｑ 
対前年 

12年実績 13年実績 
二輪車 2,099 2,195 95 
マリン 546 591 46 
特機 221 242 21 
産業用機械・ロボット 76 61 △16 
その他 217 187 △30 

合 計  3,159 3,276 117 

二輪車 54 30 △25 
マリン 42 103 61 
特機 △1 △7 △6 
産業用機械・ロボット 8 2 △5 
その他 21 10 △11 

合 計  124 139 14 

二輪車 2.6% 1.4% △1.2% 
マリン 7.7 17.4 9.7 
特機 △0.6 △2.8 △2.3 
産業用機械・ロボット 10.0 3.8 △6.2 
その他 9.8 5.6 △4.2 

合 計  3.9  4.2 0.3 

２０１３年１Ｑ 事業別売上高・営業利益 
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売上高 (億円) 

営業利益 (億円) 

営業利益率 (％) 



13年1Q 
（億円） US$ EURO その他 合 計 

    本社の輸出入にかかる為替影響 55 24 0 79 
    粗利益の換算影響 （海外子会社） 13 6 36 55 
    販管費の換算影響 （海外子会社） △11 △9 △26 △47 
    営業利益への為替影響 57 21 10 87 

  為替感応度 

  １円の変動が営業利益に与える影響額 

US$ 
４億円 

EURO 
１億円 

２０１３年１Ｑ 為替影響 （対前年） 

19 



20 

87 
△44 

11 4 △3 △21 
△16 

△3 

コスト 
ダウン 

その他 

販管費 
増加 

売上減 
による 
荒利減 

為替 
影響 

原材料 
価格変動 

開発費 
増加 

償却費 
増加 

124 139 

12年1Q 
（$/€：79/104） 

13年1Q 
（$/€：92/122） 

２０１３年１Ｑ 営業利益変化要因 （対前年）  

（億円） 



【ご案内】 

当社ウェブサイトのＩＲ情報も是非ご覧下さい。 
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http://www.yamaha-motor.co.jp ヤマハ発動機ウェブサイト 

http://www.yamaha-motor.co.jp/global/ ヤマハ発動機ウェブサイト 
（英語版） 

http://www.yamaha-motor.co.jp/profile/ir/ ＩＲ情報 

決算説明会資料 
ファクトブックやアニュアルレポート 

 
ＩＲ情報 英語版 

http://www.yamaha-motor.co.jp/profile/ir/report/ 
http://www.yamaha-motor.co.jp/profile/ir/annual/ 

 
http://www.yamaha-motor.co.jp/global/ir/ 
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